
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　 
職
場
づ
く
り

　

岩
手
県
地
方
公
務
員
共
闘
会
議（
議
長
：
佐
藤
工（
岩
教
組
））

は
８
月
１
日
、
県
職
労
は
８
月
５
日
、
９
月
議
会
に
条
例
提

案
予
定
の
「
定
年
年
齢
の
段
階
的
に
引
上
げ
」
に
つ
い
て
、

千
葉
総
務
部
長
と
交
渉
を
行
っ
た
。
交
渉
で
は
、
地
公
共
闘

が
制
度
導
入
を
求
め
て
い
た
高
齢
者
部
分
休
業
制
度
に
つ
い

て
、
定
年
引
上
げ
と
同
時
に
施
行
す
る
考
え
が
示
さ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
制

限
さ
れ
て
き
た
夏

の
イ
ベ
ン
ト
も
、

今
年
度
は
一
部
の

回
復
も
あ
り
安
心

し
た
。
花
火
大
会

は
、
昨
年
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
た

が
今
年
開
催
し
た

地
域
も
多
い
。
打
ち
上
げ
ト
ラ

ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、

出
店
も
多
く
、
定
番
の
焼
き
鳥
、

焼
き
そ
ば
、
綿
あ
め
な
ど
購
入

し
食
べ
な
が
ら
花
火
を
楽
し
ん

だ
我
が
家
だ
っ
た
▼
８
月
と
い

え
ば
学
校
の
夏
休
み
。
夏
休
み

も
終
わ
る
８
月
14
日
、
実
家
の

お
墓
参
り
を
兼
ね
た
日
帰
り
で

の
海
水
浴
を
行
っ
た
。
沿
岸
部

で
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
訪
れ

る
人
も
多
か
っ
た
。
我
が
子
は

人
生
初
の
海
中
水
泳
に
大
は
し

ゃ
ぎ
。
穏
や
か
な
波
と
砂
浜
い

じ
り
に
海
を
満
喫
。
両
家
の
実

家
、
２
か
所
の
海
水
浴
場
を
経

て
、
盛
岡
↓
宮
古
↓
大
船
渡
↓

盛
岡
と
県
内
プ
チ
一
周
の
ハ
ー

ド
な
一
日
を
こ
な
し
た
▼
休
暇

は
権
利
。
県
は
様
々
な
事
由
に

対
応
し
た
休
暇
と
取
得
権
利
が

あ
る
。
一
つ
に
夏
季
休
暇
。
付

与
３
日
か
ら
、
組
合
が
権
利
拡

大
を
求
め
追
求
し
４
日
・
５
日

と
拡
大
し
た
。
今
は
土
日
を
組

み
合
わ
せ
９
連
休
が
可
能
だ
が
、

取
得
す
る
「
ゆ
と
り
」
を
つ
く

る
に
は
、
職
場
の
理
解
と
共
に

個
々
の
職
員
の
人
員
・
業
務
負

担
減
。
今
や
学
生
の
「
夏
休

み
」
も
懐
か
し
く
、
う
ら
や
ま

し
い
。
休
暇
取
得
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
力
を
入
れ
ま
せ
ん
か
。

　

▲高齢層職員の勤務意欲策等の回答を求め交渉する地公共闘交渉団

▲回答する千葉総務部長（左）

再
任
用
職
員
の
賃
金
格
付
け
見
直
し
へ

を
仲
間
と
と
も
に ▲総務部長交渉に臨む県職労交渉団

▲WEB上で行われた第57回青年婦人部定期大会

　

総
務
部
長
交
渉
の
結
果
の
概

要
は
次
の
と
お
り
。

【
高
齢
層
職
員
の
勤
務
意
欲
】

　

定
年
引
上
げ
後
の
60
歳
以
上

の
給
与
は
、
現
在
の
再
任
用
職

員
の
給
与
水
準
と
比
較
し
て
、

年
収
ベ
ー
ス
で
１
０
０
万
円
程

度
の
増
額
と
な
る
。
こ
れ
と
併

せ
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
個
々
の

職
員
の
状
況
を
勘
案
し
、
勤
勉

手
当
評
価
に
お
け
る
配
慮
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
制
や
職
種
に
応

じ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
何
か
工
夫
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
い
う
視
点

を
持
っ
て
、
よ
り
一
層
の
対
応

を
各
任
命
権
者
に
お
願
い
す
る
。

【
高
齢
者
部
分
休
業
制
度
】

　

高
齢
者
部
分
休
業
制
度
は
、

高
齢
期
を
迎
え
る
職
員
が
、
加

齢
に
よ
る
諸
事
情
へ
の
対
応
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

従
事
な
ど
地
域
貢
献
等
を
理
由

に
、
一
部
の
勤
務
時
間
を
勤
務

し
な
い
こ
と
を
認
め
る
も
の
。

定
年
引
上
げ
関
係
条
例
と
併
せ

て
「
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業

に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、

２
０
２
３
年
度
か
ら
施
行
す
る
。

職
場
へ
の
影
響
も
考
慮
し
、
職

員
が
60
歳
（
医
師
等
は
65
歳
）

に
達
す
る
次
の
年
度
か
ら
取
得

可
能
（
勤
務
時
間
の
２
分
の
１

を
上
限
、
無
給
）
と
し
、
各
任

命
権
者
に
お
け
る
各
職
場
へ
の

配
慮
に
つ
い
て
お
願
い
す
る
。

【
再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
】

　

今
後
、
再
任
用
制
度
か
ら
暫

定
再
任
用
に
移
行
す
る
中
で
、

現
行
の
再
任
用
職
員
の
職
の
あ

り
方
を
含
め
て
、
各
任
命
権
者

に
お
い
て
検
討
し
て
い
く
べ
き

も
の
と
考
え
る
。










　

総
務
部
長
の
回
答
を
受
け
地

公
共
闘
交
渉
団
か
ら
、
「
部
分

休
業
制
度
を
設
け
る
以
上
、
行

使
で
き
る
環
境
整
備
も
含
め
て

任
命
権
者
の
任
務
。
休
み
も
取

れ
な
い
現
状
で
は
定
数
や
人
員

を
増
や
さ
な
い
と
取
得
で
き
な

い
」
と
職
場
環
境
の
改
善
を
求

め
、
最
後
に
佐
藤
議
長
か
ら

「
条
例
事
項
は
理
解
し
た
。
詳

細
は
任
命
権
者
ご
と
に
協
議
す

る
」
と
し
交
渉
を
終
え
た
。

　

県
職
労
は
、
任
命
権
者
と
し

て
の
総
務
部
長
の
見
解
を
質
し
、

60
歳
以
降
も
安
心
し
て
働
け
る

職
場
環
境
の
実
現
を
求
め
交
渉

を
行
っ
た
。
交
渉
結
果
の
概
要

は
次
の
と
お
り
。

【
勤
務
意
欲
の
確
保
】

　

人
事
評
価
の
枠
組
み
は
60
歳

未
満
と
同
じ
だ
が
、
60
歳
以
降

に
求
め
ら
れ
る
役
割
等
を
踏
ま

え
れ
ば
部
下
等
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
に
よ
る
職
場
へ
の
貢
献
を
加

味
す
る
な
ど
、
評
価
の
視
点
は

一
部
異
な
る
と
こ
ろ
も
出
て
く

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

【
再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
】

　

60
歳
か
ら
65
歳
の
間
で
定
年

前
の
職
員
と
暫
定
再
任
用
職
員

が
混
在
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
位
の
均
衡
を
図
る
観
点
か

ら
、
暫
定
再
任
用
の
職
は
、
役

職
定
年
後
の
職
位
を
引
き
継
ぐ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
格
付
け

を
見
直
す
。
具
体
的
に
は
、
今

後
行
わ
れ
る
60
歳
以
降
の
働
き

方
に
係
る
意
向
確
認
を
踏
ま
え

た
人
員
配
置
の
中
で
、
現
行
の

再
任
用
職
員
を
含
め
、
そ
の
格

付
を
検
討
し
て
い
く
。

【
定
数
】

　

次
期
定
員
管
理
計
画
に
お
い

て
は
、
定
年
引
上
げ
に
よ
る
職

員
構
成
の
変
化
と
、
今
後
の
業

務
量
の
変
化
や
見
通
し
を
う
ま

く
連
動
さ
せ
、
適
正
な
定
数
管

理
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

公
務
運
営
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
な
い
よ
う
進
め
て
い
く
。

【
人
事
異
動
】

　

基
本
的
に
は
、
現
行
の
再
任

用
職
員
と
同
様
に
、
人
事
ヒ
ア

リ
ン
グ
等
を
通
じ
て
、
職
員
の

希
望
業
務
や
勤
務
地
を
個
々
に

把
握
し
な
が
ら
、
各
部
局
と
調

整
を
行
い
、
配
置
や
業
務
内
容

を
検
討
し
て
い
く
。
職
場
が
求

め
る
人
材
や
、
個
別
事
情
、
体

力
等
も
異
な
る
た
め
、
職
場
、

職
員
ご
と
に
個
別
対
応
す
る
。

　

県
職
労
青
年
婦
人
部
は
８
月

６
日
、
第
57
回
青
年
婦
人
部
定

期
大
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
開
催
し
た
。

　

小
田
嶋
中
央
執
行
委
員
長
か

ら
、
「
県
職
労
の
中
で
青
年
婦

人
部
は
ひ
と
つ
の
大
き
な
機
関

と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
是

非
大
会
の
中
で
多
く
の
職
場
の

声
を
発
信
し
て
、
自
分
で
は
気

づ
け
な
か
っ
た
仲
間
の
働
き
方

を
共
有
し
、
具
体
的
な
改
善
に

向
け
て
何
が
で
き
る
の
か
討
論

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

挨
拶
を
し
た
。

　

支
部
の
発
言
で
は
、
「
震
災

復
興
関
連
業
務
が
減
っ
た
分
、

維
持
管
理
業
務
が
増
え
た
の
に

も
関
わ
ら
ず
大
幅
に
人
員
を
削

減
さ
れ
た
」
や
「
庁
舎
の
冷
房

に
つ
い
て
、
夕
方
以
降
は
消
さ

れ
る
。
加
え
て
、
公
舎
に
エ
ア

コ
ン
が
無
い
こ
と
か
ら
青
婦
部

全
体
で
取
組
ん
で
ほ
し
い
」
な

ど
思
い
が
共
有
さ
れ
た
。

　

今
後
青
婦
部
は
、
報
告
の
あ

っ
た
職
場
実
態
を
基
に
学
習
会

や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組
み
、

職
場
改
善
要
求
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。
そ
し

て
、
県
職
員
と
し
て
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り

に
向
け
て
仲
間
と
と
も
に
団
結

し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

青
婦
部
体
制
も
確
立
し
、
鍬

形
青
年
部
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

地公共闘

最
終
局
面
県
職
労
総
務
部
長
交
渉第

57
回
青
年
婦
人
部
定
期
大
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

定
年
延
長
、９
月
議
会
提
案
へ

勤
務
意
欲
確
保
・
再
任
用
処
遇
改
善
は
任
命
権
者
ご
と
に
協
議

職
場
課
題
等
、
運
用
面
は
継
続
課
題
と
し
て
交
渉
継
続
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▲参加者で笑顔の記念撮影

▲釜石支部の定期大会のようす

▲講演の後グループごとに意見交換を行った

▲７月14日に行われた児童相談所分会での意見交換のようす

　

各
職
域
に
お
け
る
人
員
体
制

の
確
保
、
職
場
環
境
改
善
等
に

向
け
て
、
各
評
協
議
会
で
の
独

自
要
求
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
県
職
労
方
針
の
も
と
、
例

年
７
月
〜
９
月
に
か
け
て
各
支

独自要求に向け意見交換
宮古児相・執務環境良くも課題増

全
国
の
仲
間
と
の
交
流
か
ら
気
付
き
へ
！

第
23
回
自
治
労
青
年
女
性
中
央
大
交
流
集
会
開
催

７
． 27 
釜
石
支
部
定
期
大
会

部
単
位
で
職
域
別
の
意
見
交
換

会
を
開
催
し
て
い
る
。

 

今
年
度
も
、
昨
年
度
に
お
け

る
要
請
書
や
取
り
組
み
の
到
達

点
を
確
認
し
、
今
年
度
の
職
場

体
制
状
況
、
コ
ロ
ナ
対
応
を
は

じ
め
、
新
た
な
職

場
課
題
な
ど
、
意

見
交
換
を
通
し
て

集
約
し
、
秋
の
確

定
闘
争
と
並
行
し

て
行
政
が
円
滑
に

運
営
で
き
る
組
織

強
化
等
に
関
す
る

要
求
・
交
渉
を
進

め
て
い
く
。

 

な
お
、
意
見
交

換
は
職
場
で
働
く

仲
間
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
こ
と
も
目
的

の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。
適
切
な

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
も
と
、
組

合
未
加
入
者
も
対
象
に
対
面
で

の
意
見
交
換
を
基
本
と
す
る
。

日
頃
感
じ
て
い
る
職
場
課
題
を

労
働
組
合
の
観
点
か
ら
話
し
合

う
大
切
な
取
り
組
み
と
な
る
。

各
支
部
・
分
会
で
の
意
見
交
換

会
の
開
催
と
最
大
限
の
結
集
を

要
請
す
る
。

●
対
象
と
し
て
い
る
職
域

 

各
保
健
所
（
保
健
・
公
衆
衛

生
）
、
保
健
福
祉
環
境
部
（
福

祉
）
、
児
童
相
談
所
、
農
業
改

良
普
及
、
試
験
研
究
機
関
（
農

業
研
究
セ
ン
タ
ー
ほ
か
）
、
畜

産
家
畜
保
健
衛
生
部
門
、
土
木

関
係
職
場
（
評
協
議
会
が
確
立

し
て
い
る
現
業
・
職
業
訓
練
、

税
務
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
並
行
し

た
取
り
組
み
を
実
施
中
）
。

 

宮
古
支
部
・
児
童
相
談
所
分
会

　

宮
古
支
部
・
宮
古
児
童
相
談

所
分
会
は
７
月
14
日
、
児
童
相

談
所
等
体
制
強
化
に
向
け
た
意

見
交
換
会
を
開
催
し
、
昨
年
度

の
取
り
組
み
状
況
を
も
と
に
職

域
課
題
の
集
約
を
行
っ
た
。

【
主
な
意
見
】

○
職
員
数
は
昨
年
度
同
数
だ
が

児
童
福
祉
司
、
児
童
心
理
司
と

児
童
相
談
員
と
い
っ
た
兼
務
発

令
の
職
員
が
多
い
。

○
４
月
に
施
設
が
新
し
く
な
り
、

執
務
環
境
は
快
適
と
な
っ
た
が
、

旧
施
設
で
２
室
だ
っ
た
一
時
保

護
の
部
屋
数
が
８
室
に
増
室
さ

れ
、
限
ら
れ
た
人
員
の
中
職
員

対
応
が
多
く
な
っ
た
。

○
中
堅
職
員
が
圧
倒
的
に
不
足

し
、
日
常
業
務
で
精
一
杯
。
人

材
育
成
も
行
き
届
か
な
い
。
ま

た
、
任
用
前
研
修
が
４
月
以
降

に
開
催
さ
れ
る
た
め
、
異
動
後
、

不
安
を
抱
え
従
事
し
た
。

○
児
童
福
祉
司
や
児
童
心
理
司

が
出
張
中
、
一
時
保
護
対
応
も

主
事
が
担
い
負
担
を
強
い
て
い

る
が
特
殊
勤
務
手
当
が
な
い
。

○
緊
急
時
も
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
休
み

た
く
て
も
休
め
な
い
。
当
直
明

け
の
休
暇
も
年
次
で
対
応
し
て

い
る
実
態
。

　

と
い
っ
た
声
が
挙
げ
ら
れ
た
。

引
き
続
き
、
各
職
域
で
の
意
見

交
換
の
様
子
を
機
関
紙
で
お
知

ら
せ
し
て
い
く
。

　

７
月
23
日
、
自
治
労
県
本
部

主
催
の
会
計
年
度
任
用
職
員
組

合
員
交
流
会
が
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル

い
わ
て
で
開
催
さ
れ
、
県
内
各

単
組
か
ら
20
人（
県
職
労
７
人
）

が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し

て
県
本
部
伊
藤
委
員
長
か
ら

「
会
計
年
度
任
用
職
員
は
組
織

化
し
て
日
が
浅
い
。
労
働
組
合

を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

講
師
の
自
治
労
本
部
総
合
組

織
局
の
野
角
裕
美
子
さ
ん
が

「
も
っ
と
労
働
組
合
を
知
ろ
う
、

活
か
そ
う
」
と
題
し
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
組
織
化
に
つ
い

て
講
演
を
行
い
、
「
職
場
で
疑

問
に
思
う
こ
と
、
不
安
を
感
じ

る
こ
と
を
話
し
合
い
、
改
善
し

て
い
く
の
が
労
働
組
合
」
、

「
ど
う
や
っ
て
現
状
突
破
し
て

い
く
か
み
ん
な
で
考
え
る
。
数

は
力
。
組
合
員
が
多
い
ほ
ど
交

渉
の
力
は
強
く
な
る
。
『
入
っ

て
な
く
て
も
同
じ
』
と
み
ん
な

が
入
ら
な
け
れ
ば
、
組
合
の
交

渉
力
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
い
、

要
求
の
実
現
が
難
し
く
な
っ
て

し
ま
う
。
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
組

織
力
は
本
当
に
強
い
」
と
仲
間

づ
く
り
の
大
切
さ
を
強
く
訴
え

か
け
た
。
ま
た
、
「
会
計
年
度

任
用
職
員
が
組
合
に
入
ら
な
い

の
は
組
合
を
知
ら
な
い
か
ら
。

声
を
か
け
ら
れ
て
初
め
て
知
っ

た
人
が
多
い
」
と
話
し
、
「
最

低
３
回
、
声
掛
け
を
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
の
意
見
交
換

で
は
、
「
加
入
し
た
は
い
い
が

加
入
者
が
少
な
い
。
組
合
に
入

る
よ
う
声
が
け
し
た
い
」
、

「
組
合
の
活
動
が
知
ら
れ
て
い

な
い
。
組
合
の
存
在
感
を
示
す

よ
う
な
ア
ピ
ー
ル
が
必
要
」
な

ど
の
意
見
が
だ
さ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
参
加
し

た
事
が
自
分
に
と
っ
て
プ
ラ
ス

に
な
り
、
思
い
を
新
た
に
で
き

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
」
と
感

想
が
よ
せ
ら
れ
た
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

７
月
30
日
号
機
関
紙
１
面

「
「
若
柳
よ
し
あ
き
」
五
期
当

選
果
た
す
」
の
記
事
で
、
タ
イ

ト
ル
の
名
前
が
「
若
林
よ
し
あ

き
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
正

し
く
は
「
若
柳
よ
し
あ
き
」
で

し
た
。
お
詫
び
訂
正
し
ま
す
。

　

７
月
29
日
〜
31
日
に
Ｔ
Ｏ
Ｃ

有
明
に
お
い
て
第
23
回
自
治
労

青
年
女
性
中
央
大
交
流
集
会
が

開
催
さ
れ
、
岩
手
県
職
労
か
ら

２
人
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
川
本
実
行
委
員
長

か
ら
、
「
他
地
域
で
起
き
て
い

る
課
題
は
、
そ
の
時
は
関
係
な

い
と
思
っ
て
い
て
も
、
や
が
て

全
国
に
広
が
る
。
課
題
解
決
の

ヒ
ン
ト
は
本
集
会
の
討
論
に
あ

る
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

１
日
目
の
基
調
講
演
は
、
東

京
大
学
齋
藤
幸
平
准
教
授
か
ら
、

市
場
に
任
せ
き
り
で
は
成
り
立

た
な
い
現
代
社
会
の
現
状
を
説

明
い
た
だ
い
た
。
永
遠
の
経
済

成
長
な
ど
あ
り
得
ず
、
「
脱
成

長
」
の
視
点
が
必
要
と
の
提
起

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
」
を
例
に
、
小
さ
な
行
動
で

満
足
し
、
本
当
に
必
要
な
行
動

を
起
こ
さ
ず
現
実
逃
避
し
て
い

る
現
状
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

２
日
目
は
、
職
種
別
分
散
会

を
行
っ
た
。
一
般
職
員
が
水
産

と
農
村
整
備
を
兼
務
し
、
技
術

職
と
同
じ
技
術
を
求
め
ら
れ
て

い
る
実
態
や
仕
事
の
ミ
ス
で
人

事
評
価
を
下
げ
ら
れ
、
昇
給
抑

制
さ
れ
て
い
る
実
態
、
週
休
日

の
振
替
が
と
れ
な
い
場
合
に
、

超
過
勤
務
手
当
が
支
払
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
休
日
出
勤
し
て
い

な
い
こ
と
に
さ
れ
る
実
態
等
が

出
さ
れ
た
。
背
伸
び
し
な
い
と

働
き
続
け
ら
れ
な
い
職
場
体
制

に
も
関
わ
ら
ず
、
業
務
が
滞
る

と
担
当
者
が
責
任
を
と
ら
さ
れ

る
現
状
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

３
日
目
の
記
念
講
演
は
、
防

衛
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
半
田
滋

氏
が
、
日
本
の
安
全
保
障
政
策

に
つ
い
て
講
演
し
、
安
倍
元
首

相
に
よ
る
「
台
湾
有
事
は
日
本

有
事
」
と
の
発
言
に
つ
い
て
、

米
国
が
台
湾
有
事
に
関
わ
れ
ば
、

米
軍
は
、
沖
縄
に
あ
る
米
軍
基

地
か
ら
出
撃
し
、
沖
縄
は
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。
戦
争
が
起
き
た
際
に
、

一
斉
に
避
難
用
の
数
千
台
の
バ

ス
や
航
空
機
等
用
意
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
現
状
か
ら
、
「
戦

争
を
行
さ
な
い
こ
と
以
外
に
国

民
を
守
る
方
法
は
な
い
」
と
訴

え
た
。
国
民
保
護
計
画
は
、
国

で
は
な
く
、
自
治
体
が
つ
く
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
自
治
体

で
働
く
自
分
た
ち
が
取
り
繕
わ

さ
れ
る
危
機
感
と
怖
さ
を
感
じ
、

戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
決
意
を

固
め
あ
っ
た
。

　

釜
石
支
部
は
７
月
27
日
、
定

期
大
会
を
開
催
し
た
。

　

菊
池
支
部
長
か
ら
、
「
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
が
急
増
す

る
中
で
あ
る
が
、
何
と
か
定
期

大
会
の
開
催
が
で
き
た
。
昨
年

度
は
、
沿
岸
局
と
し
て
は
初
め

て
３
支
部
と
連
携
し
て
局
長
へ

の
独
自
要
求
を
実
現
さ
せ
た
成

果
が
あ
る
。
今
年
は
こ
れ
を
引

き
継
い
で
定
着
さ
せ
て
い
き
た

い
。

 

ま
た
、
組
合
員
が
気
づ
い
た

課
題
等
に
つ
い
て
は
支
部
執
行

部
に
伝
え
て
も
ら
い
た
い
。
」

と
あ
い
さ
つ
。

 

そ
の
後
、
執
行
部
よ
り
今
年

度
の
新
採
用
職
員
全
員
加
入
や
、

過
年
度
採
用
者
・
会
計
年
度
任

用
職
員
の
組
織
拡
大
の
取
り
組

み
と
、
分
会
活
動
の
活
性
化
等

を
全
体
で
確
認
し
、
振
興
局
長

と
の
交
渉
実
施
な
ど
の
運
動
方

針
を
提
起
し
、
討
論
を
経
て
確

立
し
た
。

各評協議会

３
支
部
独
自
要
求
の
定
着
を

２
０
２
２
県
本
部
会
計
年
度
任
用
職
員
組
合
員
交
流
会

「
仲
間
づ
く
り
」

は
大
事
な
組
合
活
動
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